
 

 

- 1 - 

 

資料提供    平成２４年８月２０日 

総務部 総務課 伊藤 

電 話 ８６０－１０５４ 

観光文化スポーツ部 スポーツ振興課 大山 

電 話 ８６０－１２４２ 

美の国あきたネット掲載  有 

 

秋田県県民栄誉章の授与について 

 

８月１１日（現地時間）、ロンドンオリンピックのバレーボール女子３位決定戦

において、日本はセットカウント３－０で韓国を下し、１９８４年のロサンゼルス

大会以来、実に２８年ぶりに銅メダルを獲得するという快挙を成し遂げました。 

県では、チームのエースの１人として、日本の銅メダル獲得に大きく貢献し、県

民に明るい希望と大きな感動をもたらした秋田市出身の江畑幸子氏に対して秋田

県県民栄誉章を授与することとしましたので、お知らせします。 

今後、顕彰式の日程等について調整を進めることとしています。 

 

１ 被顕彰者 

江 畑 幸 子（えばた ゆきこ）氏（秋田市出身、２２歳） 

２ 功 績 

８月１１日（現地時間）、ロンドンオリンピックのバレーボール女子で、日本が

１９８４年のロサンゼルス大会以来、２８年ぶりに銅メダルを獲得するという快挙

を達成。 

チームのエースの１人として、日本の銅メダル獲得に大きく貢献した江畑氏の活

躍は、県民に明るい希望と大きな感動をもたらした。 

３ 顕彰式 

今後、日程調整予定 

※ 日程が決まり次第、改めてお知らせします。 

 

（参考） 

○ 秋田県県民栄誉章被顕彰者は、制度を創設した昭和６１年度からこれまでに、１２個

人、３団体 

※ 秋田県県民栄誉章の概要とこれまでの被顕彰者は裏面記載のとおり 

※ 平成２４年９月に顕彰式を行う予定の五十嵐俊幸氏を含む。 

○ オリンピックのメダリストとしては、ロサンゼルスオリンピック（１９８４年）とソ

ウルオリンピック（１９８８年）で銀メダルを獲得した太田章氏、ソウルオリンピック

で金メダルを獲得した佐藤満氏以来、３人目 
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（参考） 

 

「秋田県県民栄誉章」の概要 

 

１ 目的 

広く県民に敬愛され、社会に明るい希望を与えるとともに秋田県の名を高めた者に対

し、その栄誉をたたえ、もって、県民の郷土意識の高揚に資する。 

 

２ 顕彰の対象 

○ 学術（研究、発明、発見）、スポーツ、芸術、文化等の分野での業績が顕著な者 

○ その他、知事が必要と認めた分野 

○ 県内居住者若しくは居住していた者、又は県内に所在している団体 

 

３ これまでの被顕彰者（１２個人、３団体） 

顕彰年月日 氏   名 功      績 

Ｓ６２．１．２９ 落 合 博 満 プロ野球選手（三冠王３回） 

Ｓ６３．１１．２ 

太 田   章 
レスリング五輪銀メダリスト 

（ロス、ソウル） 

佐 藤   満 
レスリング五輪金メダリスト 

（ソウル） 

Ｈ 元．８．２９ 

石 井   歓 音楽家（「大いなる秋田」作曲） 

佐 藤 菊 夫 音楽家（音楽監督、指揮者） 

山 田 久 志 プロ野球選手（通算勝利数２８４勝） 

Ｈ ５．９．２９ 浅 利 純 子 世界陸上女子マラソン優勝 

Ｈ１１．２．２５ 
能代工業高校 

バスケットボール部 

全国大会優勝チーム（三年連続、９度

の三冠、全国優勝通算５０回） 

Ｈ１６．１１．２ 高 橋  勇 市 
アテネパラリンピック（視覚障害者ク

ラス）マラソン優勝者 

Ｈ１８．１０．２０ 

小 松 由 佳 

Ｋ２に日本女性として初登頂に成功 

南南東支稜ルートからの登頂成功は

女性初 

ＴＤＫ 硬式野球部 
第７７回都市対抗野球大会で初優勝 

東北勢としても初の快挙 

Ｈ１９．１１．３０ 
第６２回国民体育大会 

秋田県選手団 

第６２回国民体育大会において、本県

初の天皇杯・皇后杯を獲得 

Ｈ２１．３．３０ 
小 林 範 仁 ノルディックスキー世界選手権大会 

複合団体優勝 湊   祐 介 

Ｈ２４．９．７ 

（予定） 
五十嵐 俊 幸 

世界ボクシング評議会（ＷＢＣ）フラ

イ級タイトルマッチにおいて、世界王

座初挑戦でタイトルを獲得 

※敬称略 


